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要請番号（JL76318A02）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ウズベキス
タン G118 テニス 個別 新規 2年 ・2018/3 ・2018/4 ・

2019/1

 

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

国家スポーツ委員会

2）配属機関名（日本語）

フェルガナ青少年アスレチックスポーツセンター

3）任地（ フェルガナ州フェルガナ市 ） JICA事務所の所在地（ タシケント市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 鉄道 で 約 5.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

スポーツを通じた健全な青少年の育成と優秀な選手の育成を目的にウズベキスタン各州に設立されたスポーツセンター
の一つである。最初は陸上専門のスポーツセンターとして設立されたが、現在は、テニス、陸上、フットボール、ラグ
ビー、バスケットボール等10種目の競技の指導が行われており、生徒数は670名である。テニス部門の設立は1995年で、
2016年より現在の施設を使用している。これまで海外からの援助やボランティアの派遣実績はない。2016年にはこのセ
ンターでATPチャレンジャー大会、ITFフューチャーズ大会(同時開催)、ITFアンダー18大会、ITFアンダー14大会の4大
会が開催された。

【要請概要】
1）要請理由・背景

ウズベキスタンの小中学校は午前と午後の2部制になっており、生徒は学校の授業前または授業後にスポーツセンターに
通って各種競技に取り組んでいる。同センターでは過去にATPの大会に出場した選手が2名いるが、現在のところ他の競
技と比較してよい成績を残しているとはいえない状況である。現在のコーチは若くて経験も少ないため、指導方法を改
善してレベルの高い選手を育成することを目的としてボランティアが要請された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

同僚コーチと協力して以下のような活動を行う。
1. 毎日の練習で直接指導を行う。
2. 同僚コーチと練習メニューや指導方法について協議し、生徒たちのレベルアップを図る。
3. 大会や合宿への引率や配属先が行うイベントの企画・運営への協力。

練習時間は、1日2時間、主に午前中練習を実施している。
レベルによって、週3-4回の練習を行い、上級者は週6回1日3時間の練習を行っている。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

テニスコート9面、ネット、ラケット、ボール

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚コーチ10名

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL76318A02_1.jpg?t=1523440941
https://www.jocv-info.jica.go.jp/photo/JV/JL76318A02_2.jpg?t=1523440975


(女性5名、男性5名、20-30代、経験年数5,6年、国内指導ライセンス所有)
対象者:6-18歳の生徒125名。

5）活動使用言語

ウズベク語

6）生活使用言語

ウズベク語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）3年以上　備考：指導方法の改善が
必要であるため

[参考情報]：

　・要請に関連する指導者資格があるとよい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（-20～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
コーチの一人がロシア人であるため、ロシア語を勉強することも必要になる。
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